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▲作品が生み出されるアトリエ

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

特集 2

　市では、ゆかりのある文化人や芸術家を広く紹介するために「市川の文
化人展」を開催しています。今回は、平成26年に市制施行80周年を記念し
て、新たに名誉市民として顕彰された洋画家・中山忠彦氏をご紹介します。
　中山忠彦氏は、1935（昭和10）年福岡県に生まれ、大分県で育ちます。
高校卒業後、画家を志し上京。故・伊藤清永氏に師事し、日展や白日会を
中心に活躍しています。
　市では13年ぶりの個展開催となり、近年の大型作品を中心に、デッサン
やリトグラフなども含め約20点を展示します。

2
月
14
日
土
～
３
月
15
日
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
入
館
は
30
分
前
ま
で
）

休
館
日 

月
曜
日

芳
澤
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一
般
５
０
０
円
、シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）・
団
体（
25
人
以
上
）

４
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
※
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
と
付
き
添
い
の
方
１
人
無
料
。エ
コ
ボ
満
点
カ
ー
ド
１
枚
で
、

1
人
1
回
入
場
可
。

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

　

会
期
中
、入
館
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

●
中
山
忠
彦
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

作
家
本
人
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。中

山
氏
の
魅
力
に
直
接
触
れ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

２
月
21
日（
土
）午
後
２
時

先
着
50
人

中
山
忠
彦
氏

名
誉
市
民
記
念 

中
山
忠
彦
展

二人の名誉市民 の功績をたどる
市
で
は
、市
民
ま
た
は
市
に

縁
故
の
深
い
方
で
、

市
に
功
労
の
あっ
た
方
、

ま
た
広
く
社
会
の
進
展・

学
術
文
化
の
興
隆
に

貢
献
し
た
方
の
う
ち
、

そ
の
功
績
が
特
に

顕
著
で
あ
る
方
に
対
し
、

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
り
、

市
民
の
敬
愛
の
対
象
と
し
て

顕
彰
し
て
い
ま
す
。

第16回
市川の文化人展

▲「MADAME YOSHIE NAKAYAMA」（１９９２年）第24回日展出品

▲「45年目の良江」（２００８年）第40回日展出品
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中
山
氏
の
多
く
の
作
品
は
、ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
レ
ス
を
身
に
ま
と
う
優
美
な
女

性
像
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。女
性
の
美
し
さ
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、そ
の
確
か

な
写
実
力
で
人
物
の
豊
か
な
内
面
性
を
も
表
現
し
、高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
十
代
の
こ
ろ
は
、裸
婦
を
中
心
に
描
い
て
い
た
中
山
氏
で
す
が
、１
９
６
５

（
昭
和
40
）年
の
結
婚
を
機
に
、良
江
夫
人
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
着
衣
の
女
性
像
へ

と
作
品
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

数
時
間
、続
け
て
仕
事
を
す
る
こ
と
も
あ
り
、そ
の
間
、モ
デ
ル
を
務
め
る
良

江
夫
人
は
同
じ
ポ
ー
ズ
を
保
ち
ま
す
。文
字
通
り
共
同
制
作
と
語
る
二
人
の
歩

み
は
、間
も
な
く
50
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

〈展覧会の見どころ〉
●ゴッホ関連資料
●時代を超えて読み継がれる著作「二

に し ょ う て い き た ん

笑亭綺譚」
●式場氏の原点ともいえる「民芸運動」で深められ

た交友関係
●美しい装丁の著書

3
月
14
日
土
～
５
月
31
日
日

平
日 

午
前
10
時
～
午
後
7
時
30
分

土
・日
曜
日
、祝
日 

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
入
室
は
30
分
前
ま
で
）

休
館
日 

月
曜
日（
５
月
４
日（
祝
）は
開
館
）、3
月
31
日
火
、

4
月
30
日
木
、5
月
7
日
木
・
29
日
金

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム ●

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
月
28
日（
土
）午
後
２
時
～
３
時

演
奏 

佐
々
木
萌
絵（
フ
ル
ー
ト
）、石
丸
瞳（
ハ
ー
プ
）

３
月
８
日（
日
）午
後
２
時
～
３
時

演
奏 

中
川
直
子（
バ
イ
オ
リ
ン
）、ピ
ー
テ
ィ
田
代
櫻（
チ
ェ
ロ
）

先
着
各
50
人

●
お
茶
席（
一
席
５
０
０
円
別
途
）

２
月
21
日（
土
）、３
月
７
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

☎
３
０
０・８
０
２
０
文
化
振
興
課

一
般
３
０
０
円（
２
４
０
円
）、65
歳
以
上
２
４
０
円
、高
校
生・

大
学
生
１
５
０
円（
１
２
０
円
）、中
学
生
以
下
無
料

※（　

）は
25
人
以
上
の
団
体
料
金
。障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
と
付
き
添
い
の
方
１
人
無
料
。

〈
関
連
イ
ベ
ン
ト
〉

　

期
間
中
、多
数
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
講
演
会「
多
才
の
人 

式
場
隆
三
郎
」

講
風
野
春
樹
氏（
精
神
科
医
師・作
家
）

●
担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

☎
３
２
０・３
３
３
４
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〈
文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と

  

東
山
魁
夷
記
念
館
の
相
互
割
引
〉

　

１
館
目
の
利
用
済
み
チ
ケ
ッ
ト
で
２
館
目

の
観
覧
料
が
２
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
割
り
引
き
に
代
え
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　文学ミュージアムの企画展では、平成11年に名誉市民として顕彰された
精神医学者の式場隆三郎氏をご紹介します。
　式場隆三郎氏は1898（明治31）年新潟県に生まれ、1936（昭和11）年に
国府台病院（現・式場病院）を開院し、精神科医師としての職務の傍ら芸術
家の研究、民芸運動、文筆など多種多様な事業に携わりました。中でもゴッ
ホの研究に関しては、当時第一人者として知られていました。享年67歳。
　本展では、式場氏の果たした日本におけるゴッホ受容の役割を中心に、民
芸運動、山下清の後援など、業績の中核を約250点の資料から紹介します。

式
場
隆
三
郎
氏

炎
の
人 

式
場
隆
三
郎
｜
医
学
と
芸
術
の
は
ざ
ま
で
｜

二人の名誉市民 の功績をたどる
文
化・芸
術
の
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
、

多
大
な
貢
献
を
し
た
名
誉
市
民
の
う
ち
、

昨
年
に
名
誉
市
民
と
なっ
た

中
山
忠
彦
氏
、

今
年
、没
後
50
年
を
迎
え
る

式
場
隆
三
郎
氏
、

二
人
の
名
誉
市
民
の
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、

市
川
市
の
誇
る
名
誉
市
民
の

足
跡
と
偉
業
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

文学ミュージアム
企画展

▲複製画など、式場氏が所蔵していたゴッホ関連資料を展示

▲良江夫人を描く中山氏の姿が鏡に
　映る作品「トワ・エ・モア」（２０１０年）

▲「二笑亭綺譚」の木村荘八画
　挿絵原画初公開

▼民芸運動を通じて親交を深めた
　河井寛次郎作「三色打薬扁壷」
　（１９６２年ごろ）

装丁にこだわった▶
「二笑亭綺譚」


